7V LERIC B 1S B
; : E=

2021%F 11H

RPKRE BTEHRR #HH>
2T LITFEIR

L EXR

-


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This R＆D presentation is analyzing air traffic  flow in Japan　and　consider air traffic demand in a near future,
then , will propose appropriate communication technology in the future.  


Quasi-Zenith Satellite-1 "MICHIBIKI"

To be launched in summer 2010!



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This presentation consists of 3parts which are background and challenge , Demand and needs, in the end Analysis.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地上と機上間の通信は、VHF帯を用いた無線電話を利用した音声通信が当該技術の登場以来、現在も中心的な役割を担っている。
音声通信であるが故に、1対1の通信となることから、交通量が増大するにしたがって、通信回線・周波数chを増加する必要があるが、
昨今、周波数資源が欧州では限界に達し、1ch当たりの帯域を狭めることで、回線・ch数を増加が試みられている。
しかしながら、局所的に交通量が増大した場合は、通信が輻輳し、管制処理能力の制約やコミュニケーション齟齬等のヒューマンエラーが発生することが懸念されており、
また、音声通信はセクター毎に異なる周波数が必要であるとともに、
管制官が一人のパイロットと交信している間、その他のパイロットは待機するなど周波数の利用効率が悪く、
航空機と地上システム間で大量の情報を高速に交換できる通信媒体には成りえず、高度な航空管制の実現が困難である。


https://www.mlit.go.jp/common/000123890.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/000043254.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国内等の陸域においては、1980年代から航空管制に用いるアナログ音声通信と同じ無線技術を活用したVHFデータリンクを用い、空港の運用状況や運航者間の情報提供が行われているところ、昨今通信性能を向上し、洋上同様にメール的な定型化した管制通信として、導入。
航空交通の世界においても、ようやくデジタル化が開始されたところではあるが、通信技術としては、1対1のキャラクタ指向時代のものである。

将来の航空交通においては、多様なニーズ及び増加した交通量への対応が求められることから、情報共有や協調的意思決定並びに地上・機上での状況認識能力の向上を図る必要があり、これらを支える通信インフラとしては、可視化・定量化を用意にする大容量データをデジタル的に扱えること、一意の情報共有及び意思決定の伝達にはn対nの交換通信を可能にすること、さらにはリーズナブルな普及を考慮した場合、インターネット技術の導入を選択することが最も適当


https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr13_000006.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、ICAOにおいてもとして同技術を用いた次世代の通信基盤であるSWIM：System Wide Information Managementの協調的導入が進められているところ、空地通信技術については、技術・需要も含め、検討段階である。


https://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr13_000006.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、ICAOにおいてもとして同技術を用いた次世代の通信基盤であるSWIM：System Wide Information Managementの協調的導入が進められているところ、空地通信技術については、技術・需要も含め、検討段階である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界の交通流と比較すると、年間約1億人の国内航空旅客の内、約6割が羽田空港を利用し、首都圏空港（羽田・成田空港）へ航空交通流が集中しており、欧米の主要都市に分散する交通流とは大きく異なることから、首都圏の容量拡大、一極集中により発生する遅延の緩和措置等の工夫が必要

http://gis.icao.int/gallery
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
交通量としては、朝7時台から急激に増加し、朝の8時台で150機程度に到達し、その後、なだらかに増加し、夕刻の18時台で最大となり、その後は減少する。
　よって1時間あたり最大200機程度の通信を確保できれば、輻輳が回避できることが想定できる。
加えて、将来の交通量として2040年を想定した場合は1.5倍程度の増加が見込まれることから、300機程度の通信を確保することが望ましい。
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